
〔問)

昭和 46年度 (問題)

午 前 の 部

1. P _， .e _， .e _ •. ;t..よび α をつかってもを得る式を求めよ。
x +1 x+1 

2. P __ 1 を，次のこつり仮定Kついて，それぞれ算出せんと ζ~ ， .e 50 = 8， 638 ， 
50十

.e 51 = 8，569 とする。

(1)死亡数が一様K分布する。

(2) 1 _ t 'if x+ t = (1 - t )?r x o ;;;玉 4 三五 1 

3. 次の式を生命保険の給付を示す算式K導き，かっ，とれがどん在給付を示すか述べよ。

(1) ψα.~ ー α 「
x.nl x; nl 

(2) 旬 Pyαx:y+1:n1ー αxy:司

午後の部

。2)-1.. "" .，.，' ..A1均
4. A '7n = O. 2370 ，α = 20.0797長よび α =1ス7493を知って PO 長よび 10V5030 -_. -. . ..- - ~ -40 

の値を保険料分割払K関する近似式を用いて計算せよ。

5. 年後の元利合計が，t ~関する n次の多項式で表わされるものとする。との場合の利力

を求めよ o

-84-



〔問〕

6. 養老保険の保険料を次の形K分解せよ。

* 
P .-， P 1.-， +一一

x.九 x;nl 
目 S

司

キ

との場合， PJ -司は何を意味するか述べよ。
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昭和 46年度 (解答)

午 前の 部

1. P ~ =ーユ--d ーユ一一(1一旬)
時 1+ α1  +α 

:x x 

)
 

4

・2
A(

 

.ex+1 α =VP_(1+α v一一一 ( 1 +α + 1 ) ・・・・・・・・・・ ・・ (2) 
S+12a  s 

上記2式よ bαsを消去し，匂 K関する次の二次方程式を得る。

2 、.e_..(1+α)・ψ ー {.e_..(1+P_)(1+α )-.e_~ v-.e_P_=O 
l 'v  x+ 1 

，. • -x' ，.. :x+ 1 ' 'v  
X J 

.e_..(1+P_)(1+α ) -.e_ +../.e.:.. (1 +乙)2(1+α )2_2.e_.e_..(1-P_)(1+α )+.e: x+1' ""x.V ....x+1 ，. '-:x' 
，.. --:x+1' -""x""'x+1 v=----'----------.:.----

2.ex+1 (1+α
叫 1

) 

ζれKよ.!?iが得られるo

2. (1) 仮定Kよ.!? .e_... =.e_-t. d 
x+t 

d 
一方， メts+t

宇 72ーであるから，
' V x+t 

メ
t -450250-.e51 8，638 - 8，569 

叶一五言=.e50ーす(.e 50 -.e 51) 
= 

8，6 3 8ー士 (8，638-8，569) 

69 
8，62 0.7 5 

宇 0.00800

(2) 
1 
_ 
t ~ x+ t == ( 1 - t ) ~ xであるから

Fr 
メ仁リヰ

ー(1 -t )九

~x 

Px + t ~ x 

d' 
s 

.e • + t ・d
X+1 

d 
メ4 十日

50士 .e
51+す d

50 .e51 +士(.e
50-.e 51) 

2印 -
.e
51 69 

8，569+す x69 
0.00804 
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= {ψ(Nz-NZ+π)ー (Nx+1ーに+川)}/Dx -α-
x.nl 

vα -
x.九l

)
 

a-aA 
(
 

3. 

= { ( V Nx一NX+1)ー(vに+九ーに+山)}/Dx 

= (Mxーに+九 )/Dx

A 1.~ 
x;九l

とれは，保険金期末払，n年定期保険の一時払側設料を表わす。

f.，・4 九四 ".e申・~ .e刷・ 4 ・4 九 .J. ~久. ~ .e..・4

旬 pyax:川:司ー αxy:司=匂・1LLz tJ17ニニ・すニム- uj子・1ナ
y t= O.....x ""y./+1 

nt  .ex+t .ey+t 

-… ---.---
t~1 V fx .e y 

ヒ1_ t + 1 .ex + t f 1J+ t + 1 
・- 、 'lJ ・ーーー』ーーーーー司『・ ・ーーーー=ーーーーーーーーー一ー

t~oV .ex .ey 

(2) 

.. .e..・4

2 ザ」エニ (.e x+ t _ 1 -.e x + t ) 
t =12 sgy'  

11. 

三ψ ・tPy・川 7Yx

♂がyよD先K死亡したとき，その年度末V<:;j:，..いてyが生存している場合K保

険金を支払う連生n年定期保険の一時弘保険料を謝っす。

とれは，

午後の部

(m) 
P':;' (P x + r1) 

分割払保険料の関係式

寸一

m

一

円

4

m
一+

 
s
 

p
 一一

司，

s

f
廿占

)
 

e
E
E
A
 

(
 

4. 

よJ?. 

寸)=Pz/{1-Z(P x + r1) } 

であるから，P__ + r1 = _1_ 
T ・・

α 
s 
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A 
s 

P ー一一 . x 
α 
s 

を得るo

然るV<:，



p(?ヰ/{ 1 一生~.+ } 
ωX L II~ a 

従って，

現=;ijぷ/{1ーす 797 

o. 0 1 1 8 / { 1 -o. 0 22 8 } 

n
o
一

円

4

4

，一
7
f

4
E

一マ'

O

一o'

nu

一nu.
一一

一一

0.01 21 

保険料分割払陀関する責任準備金の関係式(2) 

p(:) ) 

α-
tvs=1ー で1士三在る関係長よび上記(1)vcj，.，.ける保険料の値を用いて

α 

(1+37; (吋
tV=.v 

X t x 

vcj，..いて，

10V50(1+iL P2) 
24 

廿 ω
10' 30 

P2) 
4
E
-
必
U
T

4
1
-
巧
ノ
』+

 

，，，‘、、、‘，
J

n
u
-
n
U
 

8
u
z
'
a
 

u
n
u

一日
α

，，a
‘、一一

内

Lnu 
n
U
 

X
 

4
1
-
n斗

4
1
-
n
L
 

+
 

zd
一

守

f

o
r
-
o
r
 

λ
斗

一

守

f

-，r

一n
U

7
ん

一

円

U

4
t
一
司

4
一一

O. 11 6 1 X 1.0 0 5 5 

弓=:0.1167

元本を α。とする。5. 

題意KよYJt年後の元利合計額 Stは次式で与えられる。

S α +α t +α t 2 +・・・・・・+α c九o 2 九

一方，時点 tvc j，..ける利力を O
tとすれば，
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。。一同一

μ

，
¢
一

一一、。

とれK前の式を代入して，

84 = i log (αn + a. t +り +・・・・・・+α t'. ) 
2 

dt _. u ~ 

α1 + 2α2t +・・ ・・・・ + n αntn-1 

α + α t + α t2 
+・・・・・・ +α t叫

O' -1" . -2" 11. 

が求める刺力であるo

今n年後VC1を得るためK確定年金として積立てるものとすると，6. 

ヨ
リ
白
日
制

とまる。-一一、
その掛金は

であるot年度の積立金の元利合計は

これを保険金の一部K充当すると考養老保険VCi>"いて，第 t年度K死亡が発生した時VC，

S唱

えると，危険保険金はいーヅ2)である。
S 
司

を考えると

( S司 r 百 1 九一t_1 - 8司1ーでァ)= A.~ ・百一一「ア・2:; c・...・ s司

Sτ ・ D -8羽・
X 11.1 

* A 1.~ 
x;乱l

n l; 

2 4三土と1
D a 

今との死亡保険の現価

* A1.~ 
x; 11.1 

11. 

= A1 一一一一一一一一( >: D ー D 8_) 
11.1 、 x+t-1 x+九九1 I 

D .8_ ・
x 11.1 

αx:司

S 
司

α D  

(42L-4立 )=Az:司

U 司 x

A1 
x; 11.1 

とb くと

~ ~ 
P ーー一 P P1.~ +~ a::司 x:司 ・・ x:司 x:司 n 

v 司 v 司

P1・司は保険金と定期積金との差を死亡保険金とする逓減定期保険の保険料であるo
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pl:司=A1:可/九:司前式を αピn!で割って

在j;..，




